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2018 年 1 月 1 日に発生した石川県能登半島地震では県内で約 7.5 万棟の住家が全壊あるいは半壊した。約 240
万トンと推定された災害廃棄物量は，石川県の約 7年分の廃棄物排出量に相当するという。廃棄物が多量である
ために，県内 11 市町村に 18 か所の一次仮置場が設置され，県内の処理能力では足りないことから可燃ごみ等の
約 124 万トンのうち約 38 万トンを富山県，福井県，新潟県へ陸上あるいは海上輸送して処理する予定となって
いる1)。一方，洪水災害についても，大規模な土石流や山崩れを伴った 2017 年の九州北部豪雨や，各地で同時
多発的に河川氾濫や土砂崩れが発生した 2018 年の西日本豪雨，そして線状降水帯の発生による豪雨と洪水が各
地で起きており，県間の相互協力体制が不可欠となっている。環境省は地域連携による域内の災害廃棄物処理対
策を進めるために，日本を北海道・東北・関東・中部・近畿・中国・四国・九州の 8つのブロックに分けて，地
域ブロックごとに協議会を設置している。地域ブロック協議会の目的は，自治体の災害廃棄物処理計画策定支援，
地域ブロックの災害廃棄物対策行動計画等の作成，ブロック内の実態の基礎調査・技術調査，共同訓練の実施，
自治体等向けセミナー・見学の実施などである。「中国・四国ブロック災害廃棄物対策に係るブロック協議会」
は環境省中国四国地方環境事務所が中心となり，県市町で災害廃棄物対策の情報共有を行うとともに，災害廃棄
物処理の広域連携について協議している2)。設置当初は，まだ災害廃棄物処理計画を持たない自治体が多かった
ため，災害廃棄物排出量の推計式や仮置場の選択方法など，災害廃棄物処理計画の策定に必要な内容が議論され，
災害廃棄物処理対応マニュアルが作成され，それに基づいた図上訓練が行われた。図上訓練とは，協議会メン
バーが 1つの会場に集まり，災害時の情報伝達の訓練や対策シナリオに沿った対応行動の訓練である。近年の協
議会の議論は，大規模災害発生時のブロック内の自治体連携に向けられている。援助を受ける県 (受援県) と援
助する県 (応援県) の間の情報伝達，応援内容とタイミングなどについて具体的な方法が定められた。また，回
収した災害廃棄物の受入先，輸送手段，隣接ブロックとの相互協力なども議論され，2023 年度からは仮置場設
置の実地訓練も始まっている。図上訓練においても，ブロック内の援助を中心としたシナリオ設定で被害状況の
把握，市町，県，環境事務所間の縦方向の連絡，民間連携団体への協力依頼，種々ツールの利用 (伝達書類
フォーム，支援可能リストや支援要求リスト) などが訓練に盛り込まれている。平時に情報交換や図上訓練を繰
り返すことでブロック内の意思疎通が図られ，発災時のスムーズな支援活動の強固なベースとなっている。
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